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白抜きの日は業務休止

２０２３年 ３月８日発行 東京土建大田支部《群会議の話題》 （１）

３
月
に
な
り
気
温
も
上
が
り
、
春
の
訪
れ
を

感
じ
る
日
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
組
合
で
は
、
分
会
総
会
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
最
後
の
群
会
議
が
終
わ
る
と

今
月
後
半
か
ら
、
全
分
会
が
一
斉
に
総
会
を
開

催
し
ま
す
。

総
会
で
は
、
こ
の
１
年
間
の
活
動
報
告
や
次

年
度
の
活
動
方
針
、
予
算
な
ど
を
決
め
、
分
会
・

群
役
員
、
専
門
部
長
を
選
出
し
ま
す
。
ま
た
拡

大
運
動
や
後
継
者
の
掘
り
起
こ
し
、
仕
事
確
保

運
動
や
厚
文
行
事
等
に
分
会
で
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
か
（
ど
こ
に
力
を
入
れ
る
か
）

に
よ
っ
て
、
予
算
配
分
も
決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
分
会
総
会
は
１
年
間
の
終
わ
り
で

も
あ
り
、
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。

組
合
活
動
は
一
部
の

役
員
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
仲
間
で
助
け
合
い

協
力
し
な
が
ら
、
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
総
会
で
確
認
し
、

今
後
の
分
会
・
群
役
員

の
担
い
手
、
そ
し
て
23

年
度
の
組
合
活
動
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た

役
員
だ
け
で
な
く
、
１
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら

「
仲
間
の
つ
な
が
り
」
と
「
助
け
合
い
」
の
意

識
を
持
ち
、
組
合
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

＊

＊

＊

＊

１
月
か
ら
３
月
で
取
り
組
ん
で
い
る
春
一
番

拡
大
で
、
ど
れ
だ
け
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
か
が
、

年
間
目
標
達
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

３
・
４
月
は
、
事
業
所
で
社
員
の
異
動
が
あ

る
時
期
で
す
。
事
業
所
か
ら
情
報
を
聞
き
取
り
、

組
合
加
入
の
話
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
拡
大
行
動
は
、
拡
大
セ
ン
タ
ー
に
参
加

す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
、
拡

大
セ
ン
タ
ー
に
参
加
で
き
な
い
人
も
現
場
等
で

「
組
合
未
加
入
者
に
組
合
制
度
を
伝
え
る
」
な

ど
、
一
声
掛
け
る
こ
と
も
拡
大
行
動
で
あ
り
、

で
き
る
こ
と
を
や
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

拡
大
運
動
は
協
力
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

ど
、
情
報
が
集
ま
り
、
行
動
量
も
増
え
、
大
き

く
前
進
し
ま
す
。
春
一
番
拡
大
目
標
を
追
求
し

な
が
ら
、
春
の
月
間
も
視
野
に
対
象
者
を
掘
り

起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
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◎３月１日組織人員

現在４,２５０人

仲
間
と
つ
な
が
り
、
助
け
合
お
う

春
の
拡
大
月
間
も
視
野
に
行
動
を
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９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

３月

４月

◆当面の予定◆
★無料法律相談(予約制)

日時 3月22日(水)午後 2時

4月 5日(水)午前10時
受付 支部会館２階

～～～～～～～～～～

★税務相談会（予約制)

日時 3月24日(金)午前10時

受付 支部会館２階

～～～～～～～～～～～

※分会、群の会議日程は、
地区により前後しますので
必ず確認してください。

拡大行動日拡大行動日

第６８回

大田支部大会

４月１０日（月）
第６８回支部大会

開催のため
事務所を閉鎖します



全
労
連
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
最

低
生
計
費
調
査
の
調
査
結
果
は
、
国
が

算
出
し
て
い
る
標
準
生
計
費
の
現
実
と

か
け
離
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
で
も
具
体
的
な
賃
金
運
動
の

前
進
め
ざ
し
、
よ
り
多
く
の
賃
金
調
査

を
集
約
し
、
現
実
的
な
標
準
賃
金
の
設

定
を
確
立
す
る
運
動
に
取
組
み
ま
す
。

◆
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト

今
年
も
賃
金
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す
。
支
部
で
集
約
し
た
も
の
を

東
京
都
連
合
会
に
結
集
し
、
企
業
交
渉

等
の
参
考
資
料
と
し
て
役
立
て
ま
す
の

で
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
の
回
答
も

可
能
で
す
。
よ
り
多
く
の
情
報
を
集
め

夢
の
あ
る
建
設
産
業
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◆
新
年
度
保
険
証
の
交
付

●
保
険
証
受
け
取
り
の
流
れ

①
４
月
分
ま
で
の
組
合
費
、
国
保
料

を
納
め
る

②
支
部
集
約
日
（
３
月
２
２
日
）
に

各
組
合
員
の
納
入
状
況
を
確
認
し
、
各

分
会
の
会
計
担
当
役
員
に
保
険
証
を
交

付
。③

分
会
の
会
計
担
当
役
員
か
ら
各
群

の
役
員
に
交
付
（
交
付
方
法
は
分
会
ご

と
に
違
い
ま
す
）

④
各
群
の
役
員
を
通
じ
て
受
け
取
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
交
付
方
法
に
つ

い
て
は
群
ご
と
で
違
い
ま
す
）

以
上
①
か
ら
④
が
通
常
の
流
れ
と
な
り

ま
す
。

●
通
常
以
外
の
受
け
取
り

①
４
月
分
ま
で
の
組
合
費
、
国
保
料

の
納
入
が
「
群
会
議
」
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
場
合
。
（
保
険
証
は
支
部
で
の

預
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
）

所
属
す
る
群
の
役
員
に
連
絡
の
上
、
４

月
分
ま
で
の
組
合
費
、
国
保
料
を
群
役

員
に
納
め
、
領
収
証
を
も
ら
う
。
そ
の

領
収
証
を
支
部
事
務
所
で
提
示
し
、
新

保
険
証
の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

②
３
月
６
日
以
降
に
「
保
険
証
」
の

住
所
変
更
、
家
族
の
増
減
な
ど
の
手

続
き
を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
国
保

組
合
で
の
手
続
き
終
了
後
、
本
人
宛

に
直
送
し
ま
す
。

③
前
記
①
、
②
以
外
で
群
役
員
に

保
険
証
が
届
い
て
い
な
い
場
合
。

支
部
事
務
所
の
国
保
担
当
者
ま
で

連
絡
を
入
れ
て
、
保
留
内
容
を
確
認

し
要
件
対
応
の
上
、
支
部
事
務
所
で

「
保
険
証
」
の
受
け
取
り
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な

手
続
き
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
労
災
更
新
の
お
知
ら
せ

年
度
末
は
労
災
保
険
年
度
更
新
の

時
期
で
す
。
加
入
中
の
方
に
は
３
月

上
旬
よ
り
順
次
書
類
を
郵
送
し
ま
す

の
で
内
容
を
確
認
の
上
、
忘
れ
ず
に

更
新
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
労
災
特
別
加
入

３
月
中
旬
ま
で
に
郵
送
で
の
更
新

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
事
業
所
労
災

４
月
上
旬
に
支
部
に
て
更
新
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

２０２３年３月８日発行 東京土建大田支部《群会議の話題》 （４）

賃
金
引
き
上
げ
の
実
現
を

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

組
合
費
・
国
保
料

の
変
更
案
内

◎
組
合
費
が
変
わ
る
時

一
般
に
組
合
費
は
、
年
度
変
わ
り
の

時
期
に
改
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
で
の
金
額
変
更
も
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
、
二
十
歳
の
誕
生
日
翌
月
分
～

三
千
二
百
円
か
ら
五
千
二
百
円
に

②
、
二
十
五
歳
の
誕
生
日
翌
月
分
～

五
千
二
百
円
か
ら
五
千
八
百
円
に

以
上
の
場
合
は
、
組
合
費
の
年
齢
区

分
が
変
わ
る
こ
と
に
伴
い
、
随
時
変

更
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
三
十
歳
へ

の
変
更
は
、
年
度
に
一
回
（
六
月
分

か
ら
）
の
変
更
と
な
り
ま
す
。

◎
国
保
料
が
変
わ
る
時

組
合
費
と
同
様
に
、
通
常
は
年
度

変
わ
り
の
時
期
や
、
諸
手
続
き
（
扶

養
者
の
増
減
等
）
に
と
も
な
い
金
額

が
変
わ
り
ま
す
が
、
随
時
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

③
、
四
十
歳
の
誕
生
月
の
分
～

介
護
保
険
料
三
千
七
百
円
が
発
生

④
、
六
十
五
歳
の
誕
生
月
の
分
～

介
護
保
険
料
三
千
七
百
円
が
消
滅

⑤
ま
た
、
七
十
五
歳
の
誕
生
日
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
移
行

と
な
る
た
め
、
国
保
料
の
請
求
が
な

く
な
り
ま
す

※
③
、
④
、
⑤
と
も
土
建
国
保
加
入

者
の
組
合
員
本
人
、
扶
養
家
族
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

大田支部だけの独自制度

中学校卒業祝金
大田支部は東京土建の中でも唯一互

助制度を持っており他の支部にはない

支部独自の制度がいくつもあります。

〇中学校祝金・・・２万円

[申請要件]

①組合員の子どもが中学校を卒業した

②加入1年未満の方は1年経過した後、給付

[手続きの流れ]

①申請用紙を記入(支部ＨＰ印刷可)

②確認書類の準備

・続柄記載の住民票 ・卒業証書の写し

※詳しくは互助制度委員会まで


